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岸区分では，反射精悍であり，汀線から沖合10数m  

で水深2m以深と急傾斜で底質は礫である。水深2～  

4mに傾斜の変曲点があり底質の主成分は礫から砂に  

変化する。砕政許は渡が砕癒する領域で．沖合の砕渡  

と波の打ち上げ限界の間の簡域は磯波帯とされている  

が31，砕鮭帯と礪波帯を合わせて砕濱帯とすることも  

多い机訂。海底形状の特徴からみればバーが形成され  

砕渡している近傍の額域をいうが．反射海岸ではパー  

は通常形成されない。蒲原海岸では．水盲栗2－4mに砕  

波の作用限界を示す傾斜の変曲点がみられることから  

由．木研究では．この傾斜の変曲点付近以浅を砕酷帯  

とした。  

割 調直方法   

闇査地点は自然梅岸のStml，有脚式離岸埋設樫贈  

岸のStn．2．ブロック離岸埋設匪海岸のStm3，消波  

ブロック芦設置海岸のStns．4，5の砕波帯と．対照地点  

として．それぞれの地点の沖合水i架8mに設定した  

St几鼠亡卜10の計10地点である。訴査はStn忘．1－5では  

2㈱年9月．2001年7月．2柵3年2，7月の計4回，  

実施したがStn．5のみ卯年9月が欠測である。  

Stns．6－10では2㈱年9月と2001年7月の2回諏禿  

し．St一札T，10では2帥3年2，丁月にも実施したや  

Stn5．lr5では梅岸から砕波帯下端までの拒離と標高  

を横断的に測定し．海底傾斜の変曲点である砕虻帯下  

端で底生動物と底質分析用試料を採集した。また．こ  

れらとは別に砕波帯で鹿野分析用試料を採典した。な  

お．変曲点以洩の捜庇は本質的に生物は生息しないと  

されることから門生物の採礫は行わなかった。これ  

らの試料は，いずれも小型の測採泥器（ハンド・マッ  

キンタイヤー型，楳泥面積仇佑mりを用い1地点で3  

回．碑水して直接操典し．目合い1Ⅱ凸の麻上の生物の  

個体数を吼1mZ当たりに換夢した。底燻劇物の群集  

区分は恥mの重複度指数亡郎を，多様庶指数は  

S旭川旧什¶組Ⅴ肝の打を用い，鹿野では粗塵組成と有  

槻を分析した。   

3．結果  

1）砕兼帯巾形職  

謂東邦間中の海浜断面の勾配と傾斜の変曲点の水深  

は，それぞれ自然海岸のStn．1で1乃－1／T，一致51～  

1．はじめに   

梼原海岸は駿河湾奥部の古土川河口西側に位贋し  

（固－1），海底地形が急峻なため台風時の高波浪による  

大災再がしばしば発生した。そのためにこれまで堤防  

や滑漆工等の海岸保全施設の整倖が進められてきた。   

近年では富士川の流出土砂の減少のため滞岸侵食が  

進行しけ．その対策として．コンクリートブロックに  

よ訪離岸堰やスリット構造によ机晦水交操性に優れた  

有脚式離岸埠が設置されている。  

19閲年5月に改正された海岸放では、従来の防護  

中心から，利用を含めた∴環境と調和した海岸の体系  

的な管理の実現が求められている。また，新海岸法で  

は海岸の面的防護棲簡をもつ砂浜 岸保全施設とし  

て指定することが可能となった。このため、砂浜維持  

のための兼碗が海岸保全市井の一一つとして、禿雫な役  

割をもつと考えられる。砂浜の機能については、防災  

や利用の面からの研究は実施されつつあるが、砂浜と  

砕波帯の生態機能については不明な点が多く．この点  

の解明は，海岸特性の一つとして，また海岸環境の保  

全町税点からも重要である．   

禾研究ではこのような親点から．まず蒲原梅岸の海  

岸構造物岸側め砕鮭帯における底生動物群集の構成的  

特徴を明らかにすることを目的とした。  

固－1謂克也点の概略  

乞 田査地点の概要と方法  

り 調査地点の概要   

蒲原海岸は砂伸縮岸で，Sbrt8nd恥う如幻の海  
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